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資料２



①写真・動画・文字記録・証言など
東北大学震災アーカイヴ 「みちのく震録伝」
国立国会図書館東日本大震災アーカイブ
東日本大震災アーカイブ宮城
NHKアーカイブス -災害 ほか

②各種調査データ、科学的分析成果
各分野の国内・国外の研究者が被災地で活動
地震・津波のメカニズム、被災状況、復旧計画など

③実物としての遺構、遺物など
被災建造物、被災車両、打ち上げられた船舶など

震災の実態を認識し、経験や教訓として将来へ継承
するために必要な資料や情報
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1983年三宅島噴火遺構

1991年雲仙普賢岳噴火遺構

2004年新潟中越地震水没家屋（山古志村） 1995年神戸港震災メモリアルパーク

各地の震災遺構



東日本震災の震災遺構保存の取り組み
３．１１震災伝承研究会の発足 2012年春

●ガレキの撤去等で被災物の処分が進行
・復旧には津波残骸物の処分は不可欠
・だが津波痕跡を刻印した実物は残したい

研究者、行政マン、ジャーナリストなど13人

●活動内容
・遺構リストの作成
・遺構リストの公表と啓発活動
・行政（国、自治体）へのはたらきかけ
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災害に強い社会づくりのためには震災伝承は不可欠
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地震・津波の恐
ろしさを伝える

防災・減災の訓
練・知識を伝える

失われた

景観、生活、伝
統文化、そして
命を伝える

壊滅的な被害を受けた地域の“郷土の歩み”を記憶するために

犠牲になった
方々を弔い、鎮
魂の場とする
ために

「遺構・遺物」の保存意義とは

残すことの意義をどう理解していただくか



＊保存遺構の候補４６件（宮城県内）

・被災建物・被災集落跡 ２２件、

（公的施設）南三陸町防災対策庁舎、交番（女川）

（学 校） 大川小（石巻）、門脇小（石巻）

谷川小（石巻）、鳴瀬２中（東松島）

荒浜小（仙台）、中野小（仙台）

中浜小（山元）

（集落跡） 若林区荒浜小付近ほか

・大型船（共徳丸）、仮埋葬跡地など ２４件

2012年7月
「３．１１震災伝承研究会」第１次提言
－震災遺構の保存について－
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復興庁 2013年11月
震災遺構の保存支援を表明

①各市町村につき、１箇所を対象

②保存のために必要な初期費用を対象

宮城県 2013年12月
県震災遺構有識者会議を設置
座長 平川新 委員9人

市町があげた遺構候補を対象に検討

遺構候補の価値と保存の意義
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宮城県震災遺構有識者会議名簿
2013年12月～2014年12月

所属・職名 氏名

東北大学災害科学国際研究所所長
（宮城学院女子大学学長）

平川新

公益財団法人東北活性化研究センターフェ
ロー

牛尾陽子

一般社団法人キッズ・メディア・ステーション代
表理事

太田倫子

一般社団法人減災・復興支援機構理事長 木村拓郎

立教大学大学院教授 長坂俊成

公益社団法人 日本建築家協会東北支部復興
支援委員会委員長

松本純一郎

宮城県市長会会長（仙台市長） 奥山恵美子

宮城県町村会会長（利府町長） 鈴木勝雄

宮城県震災復興・企画部長 山田義輝



震災遺構としての評価項目

①破壊力の痕跡

津波の破壊力を示す痕跡が残されているか

②教訓

どのような教訓を導き出し得るか

③発信力

発信力があるか

④鎮魂

鎮魂の場としての性格を有するか
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自治体 保存遺構

仙台市 仙台市立荒浜小学校及び周辺の集落
内住宅基礎

石巻市 門脇小学校

気仙沼市 気仙沼向洋高校

東松島市 ＪＲ仙石線野蒜駅プラットフォーム
野蒜小学校 浜市小学校

山元町 中浜小学校

女川町 旧女川交番

南三陸町 南三陸町防災対策庁舎

保存すべき価値と意義のある遺構
７市町の９遺構
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み

南三陸町防災対策庁舎

荒浜小学校（仙台市）
向洋高校（気仙沼市）

中浜小学校（山元町）

交番（女川）

門脇小学校（石巻市）
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野蒜小学校（東松島市）
防災体験施設に

浜市小学校（東松島市）
（株）東松島ファームの水耕栽培施設へ

野蒜駅（東松島市）
東松島市東日本大震災復興祈念公園

東松島市



南三陸町防災対策庁舎

・保存について地元住民の意見が分

かれる

・他の遺構は保存に住民合意

2015年1月 有識者会議としての提言
・南三陸町防災対策庁舎は震災遺構としての価値が特
段に高い
・「拙速に結論を出すのではなく，時間をかけて考えるこ
とも検討すべき」
・「町のみに対応を委ねることは負担が大きいため，県
が関与することも検討すべき」
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広島の原爆ドーム

＊広島市街の復興が進むにつれ意見が対立

記念物として残す「保存」論

被爆の悲惨さを思い出したくない「解体」論

＊1960年代に保存運動が活発化

＊1966年、広島市議会が原爆ドーム保存決議

約20年間、原爆ドームの存否に結論出さず

いまや平和祈念公園として核廃絶の世界の聖地に
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南三陸町防災対策庁舎

2015年12月 有識者会議の提言

「時間をかけて検討すべき」

同年1月、知事、町長に県による管理を提案（20年間）

2015年6月、南三陸町、県有化を受け入れ

2031年までに存否の結論
それまでは県が責任をもって管理
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震災の記憶や震災遺構の伝承の仕方

についての市民アンケート
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石巻市震災伝承検討委員会
2013年11月～20214年12月委員14人（委員長：長平川）

＜遺構候補＞
門脇小学校
住吉公園
中瀬北地区

旧石巻ハリストス正教会→修復再建（市有形文化財）

観慶丸商店（石巻市に寄付。市有形文化財）

旧東北実業銀行石巻支店（企業所有）

本間家土蔵（民間支援による修復保存）

大川小学校（別途検討）

市
の
公
園
整
備

事
業
等
で
対
応

石巻市震災遺構調整会議
2015年12月



震災遺構の保存
震災の体験と記憶を将来の世代に

人間の記憶は、はかない
写真、動画、文字などの記録
現場から切り離された「浮遊する情報」

災害の現場に、災害の痕跡を残す遺構があ
ると、災害のリアリティを追体験

それが教訓の伝承になり
災害への備えや心構えにつながる

防災と鎮魂の聖地に
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震災関連施設
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2019年設立 3.11 伝承ロード推進機構
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第1分類

第2分類

災害の教訓が理解できるもの

第3分類

公共交通機関等の利便性が高い
施設

案内員の配置や語り部活動等の
いる施設

閖上の津波碑

女川交番

門脇小学校

県を越えて震災遺構や施設をネットワーク化



「自然の力」と「人間社会」の関係
を知る「学習と観光の場」として

被災地観光 →ダーク・ツーリズムと称される
震災遺構は「負の遺産」「負の記憶」なのか？

震災の経験や教訓は､次のステージに向かって人類
社会を進化させるためのプラスの契機

リバイバル・ツアー

“Revival” は、復活・再生・復興・立ち直り、等々、
前向きで活力を取り戻す意味

「観光」とは「国の光」を見ること （「易教」）

それぞれを「震災の聖地 」に
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「自然の力」と「人間社会」の関係を知る
「学習と観光の場」として

2008年岩手宮城内陸地震で崩落
した荒砥沢ダム

2015年栗駒山麓ジオパーク認定
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＊点としての震災遺構や伝承施設をつなぐ

市町を越えたネットワーク →県のマネジメント

「震災伝承みやぎコンソーシアム」

県を越えたネットワーク → 国のマネジメント

「3.11 伝承ロード推進機構」

「自然の力」と「人間社会」の関係
を知る「学習と観光の場」として

震災遺構・伝承施設どうしの広域ネットワークの形成

新しい東北交流の場の創出
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震災遺構・伝承施設と周辺名所や食の組合わせ



同時代、そして将来に向けて、

3.11の記憶を呼び覚まし、

震災経験を共有化し、教訓化していく

ための知恵
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震災を語り伝え、語り継ぐとは


